外来・通所チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



平成28年8月25日（木）　　　　　　司会・記録：慶長　孝太

	小笠原
	小川
	菅原
	小嶋
	慶長
	服部
	戸賀沢
	工藤
	馬場
	斎藤
	藤田

	業務
	業務
	業務
	○
	○
	業務
	○
	業務
	業務
	○
	○

	佐々木
	赤坂
	石渡
	青山荘
坂本
	金沢
	
	
	
	
	
	

	業務
	○
	年休
	○
	業務
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・看護グループ内研修（上級以上）についての案内がWIZの掲示板にアップされている。対象者は参加するように。
日時：8月30日（火）　17:15～　場所：2階会議室　テーマ：マネジメント

講師：佐藤SGM

・8月分の月報の提出期限は9/2（金）17：00まで。経過連絡表は9/5（月）まで。新規利用者の疾患別診療計画書は8/31（水）まで。作成し終えたら、小嶋に報告をするように。
・8/24から昇格試験がある。対象者は参加するように。
・データベースの更新を8月中に行うこと。特に携帯電話の番号が記載されていないことが多いため、入力するように。
・本日避難訓練の予行練習予定。可能なスタッフは参加すること。
・うみねこ幸房への食事注文について、最近入力が遅くなることが多い為、12:00までに確認し入力すること。

・学術を各担当スタッフは進めていくこと。

・物品発注について、トイレットペーパーやA4用紙の発注は完全に不足する前に注文すること。

・庭田美紀子様～8/31退院予定。8/30　16:00より退院療養検討会を実施予定であり、担当として石渡OTRが参加予定。

＜利用者様情報＞
デイケア
・鈴木　惇浩　様～本人より報告があり、9/1より就労継続支援A型三本の木での仕事が始まるとのこと。仕事の休みは毎週火、土曜日とそれ以外の日1日の週3日休みがあると話している。不安は特にないと話しており、デイケア利用については、火曜日のみにしようと考えているとのこと。上記については担当医に報告していないとのことで、担当医へも報告し、利用日を検討してみるよう伝えている。
・繁名　和恵　様～電話にて体調不良を訴えているが、来所することが出来ている。来所後表情の冴えなさがあり、不調の訴えは変わらず聞かれているが、作業療法学生と作業をしながら普段通りに過ごしている。
・小泉　晋哉　様～今週は1週間欠席なく来所している。不調の訴えは無く表情良く過ごしており、体調に注意しながらプログラムに参加してみるよう促している。今後の就労については、身体状況を踏まえ一時中断とし、デイケアに継続して来所することから開始することとしている。

・根地戸　恵　様～定時に来所し、表情良く交流しながら過ごしている。本日担当スタッフと面談予定としている。

デイナイトケア
・板橋　利美　様～食事量の少なさが目立っていたが、昨日青風荘スタッフと面談をし、食事をしっかりと摂取するように説明されたとのこと。本日の昼食は全量摂取している。
・小向　武雄　様～昨日帰荘後、トイレにて唸っている様子があったとのこと。便が硬いとの訴えがあったとの情報提供があるが、本日来所後は上記様子や訴えはない。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、排便が4日見られていないとのこと。来所後排便に行く様子は見られていない。

・鈴木　真知子様～本日午前中、スタッフと散歩に行っている。「良かったです」と表情良く感想を話しており、もし外出したくなった際には1人で行くのではなくスタッフに声を掛けるよう促している。散歩終了後、階段付近で外の様子を見ていることがある為、今後も所在確認は徹底して行っていく。
・倉橋　生子　様～月曜日にスタッフや利用者様に対し暴言が聞かれた事で、入院治療が検討されていることに対し、本人から「入院の話が出たんだよ」と特定スタッフに話す様子がある。本人の話しを傾聴すると「あんま人と関わらないようにする」との発言が聞かれている。本日来所時は、普段通り落ち着いて過ごすことが出来ている。
ナイトケア

・中居　美津子　様～当院受診の支払いについて、まだ行われていないとのこと。本人問診時は、支払いをせず帰っているようで、今後関係機関と情報共有しながら、確実に支払いが行なえるように対処法を検討していく。
＜外来情報＞
・大久保　常夫　様～担当医に対し引越しできたことのお礼を話していたとのこと。

・奥山　以依子　様～担当医へ「ティッシュの箱をたくさん積んでいる」夜中や朝方に目が覚めてしまうとのことで、朝6時まで寝ていることがないと報告している。他の利用者様が怒鳴っていることを気にしている発言が聞かれている。

・坂本　健治　様　～お盆中、お酒を少し飲んだことを報告している。幻聴はあるが気にしないようにしているとのことで、頓服薬は服用していないとのこと。
・中居　美津子　様～整形外科受診にお金がかかるとのことで、当院への支払いが出来ていないと話している。うみねこ幸房の利用者様の名前を挙げ、「私のお金を狙っている」と訴えている。

・前野　義勝　様　～腰痛の訴えがあるが、仕事に影響はないと話している。

カンファレンスシート（　浜辺　信明　様）

実施日：H28年8月25日（木）13：30～14：00

担当チーム：慶長・藤田

検討内容　目標・治療計画の検討

	氏名
	浜辺　信明　様
	性別
	男
	年齢
	40
	生年月日
	昭和51年3月4日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	① 基本的生活習慣病の習得

② 身体機能の維持・向上

③ 対人関係の改善

④ 作業能力・持続性の向上

⑤ 病識を見に付ける

⑥社会資源の利用

	本人希望
	今の生活を続ける

	入院歴
	計　3回（最終：H28年1月13日～H28年6月29日）

	通所歴
	　１回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H28年7月1日～現在　　（週1回/金曜日）

	その他サービス利用
	青山荘：H28年6月30日入居

青南病院訪問看護：週1回（水）

	住居：青山荘
	家族構成：（同胞5名の第4子）
保護者は次姉(村上　美香子様)、下北郡風間浦村在住

	利用制度
	精神保健福祉手帳1級
	障害厚生年金2級(等級変更申請中)
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

重度医療：自己負担0割

	備考：事例検討に必要な情報を記載

平成25年6月4日～平成28年1月13日：医療観察法による入院：花巻病院


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。
	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化に気付いた際は相談する。病状変化が見られた際は、言動の振り返りを行いながら対処法を考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	②生活において気になったことは自分から相談する。本人の発言に対し状況を確認し、気になったことに対処できるよう方法を考えていく｡


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	・デイケアで幻聴の訴えは聞かれておらず、また、幻聴に左右された行動はみられていない。

・プログラム中にストレスを感じるのは幻聴がある時だとの発言ある。

・問診時には特定の人物の声で幻聴があると話している。幻聴の内容は以前は悪いものだったが、最近は悪い内容ではなくなってきているとのこと。

・達成度30%
	幻聴の内容も悪いものではなく、幻聴に左右された行動は見られていないため、目標・計画を継続とする。

	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	・H28.6.29青南病院退院し、6.30より青山荘入所。入所間もなくは服薬する際、スタッフからの声掛けを必要とすることが多かったが、最近は自分から服用出来ており、自己管理への移行を検討している。青山荘での生活にも徐々に慣れてきている。

・H28.7.1より青陽館利用開始。顔見知りの利用者様と挨拶や会話をしている。プログラムにはスタッフの促しにて参加。作業療法で計算を希望し、計算プリントを準備するが、｢今はいいです｣と話し何もせずに過ごすことが多い。集団で行なうプログラムには参加し、役割分担があると自分から進んで引き受けていることがある。青山荘では、個別より、集団で行なうプログラムに参加している。

・他者との交流については、自分から話し掛けることはなく、相手から話し掛けられると返事をしている。青山荘では、特定の利用者様とは笑顔で、自ら交流を持っている様子もある。

・8.5にデイケア利用中に足を引きずるようにしてい歩いており、尋ねると｢足を痛めた｣と話しているが、自分から訴えて来る事はない。

・達成度30%
	デイケア利用開始後間もないため、スタッフとの関係性が構築できていないことから、自分から積極的に発言することは難しいと思われるため、目標・計画を一部変更し、まずはスタッフから聞かれたことに発言出来るようになることとする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。
	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化に気付いた際は相談する。スタッフは病状変化が見られた際には、言動の振り返りを行いながら対処法を一緒に考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②気になることや思ったこと等について、スタッフに相談する。
	②担当スタッフは定期的に面談を行ない、生活において気になっていること等はないか確認する。本人の気になっていることに対処できるよう方法を一緒に考えていく｡


